
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の

共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

日
時　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

東
大
工
学
部
の
南
雲
モ
デ
ル
に
よ
り

ま
す
と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
知
的

活
動
や
運
動
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と

き
の
脳
波
は
10‌

Hz
の
ア
ル
フ
ァ
波
に
収

斂
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
際
に
能

力
者
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
を
計
測
す
る
と
、
確
か
に
10‌

Hz
の

ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
超
越
的
な
能
力
を
発
揮
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
に
は
、
10‌

Hz
に
加
え
て

7
･
8‌

Hz
や
12
･
6‌

Hz
が
強
く
観
察
さ

れ
、
い
ず
れ
も
ア
ル
フ
ァ
波
の
領
域
で

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
U�

R
L
が
独
自
ド
メ
イ
ン
名
で
公
開
さ
れ

ま
し
た
。http://psi-science.org/

と

な
り
ま
す
。
従
来
の

http://psi-science.sakura.ne.jp/

で
も
引
き
続
き
、
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

新
し
い
U
R
L
の
お
気
に
入
り
登
録
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
が
で
き

る
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
ア
ド
レ

ス
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
し
会
員

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
登
録
を
希
望
さ

れ
て
い
て
、
ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い
な

い
方
はoffi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
に
登
録
希
望
の
メ
ー
ル
願
い
ま
す
。

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ

ズ
マ
振
動
の
周
波
数
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
空
間

の
揺
ら
ぎ
情
報
を
共
鳴
吸
収
し
て
い
る

可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臨
床
脳
波
で
の
ア
ル
フ
ァ
波
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
で
あ
り
、
脳
は
あ
ま
り
活

動
を
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
に
は
合

い
ま
せ
ん
が
、
前
回
（
2
0
1
8
年
10

月
）
に
引
き
続
い
て
、
新
た
な
測
定
事

実
を
紹
介
し
て
皆
さ
ん
と
論
議
し
た
い

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月
、

　

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
十
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に

　

あ
た
っ
て

◎
第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
三
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
念
写
を
成
功
さ
せ
る

◎
困
っ
た
が
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話

と
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の
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分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
を
卒
業

し
松
下
電
器
に
入
社
。
東
京
大
学
工
学

部
係
数
工
学
科
南
雲
研
究
室
に
出
向

し
、
医
学
で
は
な
い
工
学
の
立
場
で
脳

波
を
研
究
。

　

1
9
8
3
年
株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
設
立
。
P
C
に
よ
る
脳
波
分
析
法

を
開
発
し
大
学
や
企
業
の
研
究
所
に
提

供
。
長
年
の
脳
波
研
究
に
対
し
2

�
0
�0�

0
年
日
本
文
化
振
興
会
よ
り
社
会
文
化

功
労
賞
と
菊
華
勲
章
受
賞
。

2
0
1
1
年
オ
バ
マ
大
統
領
諮
問
機

関
よ
りGold A

w
ard

（
金
賞
）受
賞
。

現
在
、 

脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本
医
療
催

眠
学
会
顧
問
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

匿　
　

名　

様

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
F
O
現
象

～
U
F
O
飛
翔
体
・
遭
遇
と
そ
の

軌
跡
～

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一 
氏

日
時　

令
和
元
年
9
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

 

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

～
お
笑
い
の
効
用
～

　
　
　
　

講
師　

若
井　

ぼ
ん 

氏

�（
元
漫
才
師
、
レ
ゲ
エ
河
内
音
頭
歌
手
）

日
時　

令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

 

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

海
神
と
住
吉
大
社（
仮
題
）

　
　
　
　

講
師　

小
出　

英
詞 

氏

�

（
住
吉
大
社 

権
禰
宜
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

 

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8



●❸ ●

★日本サイ科学会　第２８回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2019年10月14日（月・祝）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000（含当日入会申込者）　一般　¥3,000　 学生　¥1,000

		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）

  9 : 30		  開場

10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）

10 :10～10 :35	 瀧瀬 啓子「ミディアムシップにおける霊界、スピリットの存在証明」

10 :35～11 :00	 橋谷 誠一「外気を感じる装置を基にした気の伝わり方の考察」

11 :00～11 :25	 山根 真「新宇宙論・量子論Ⅴ －宇宙圧力論を求めて－」

11 :25～11 :50	 志賀 一雅「細胞のマイクロバイブレーション（7.8Hz）について」

11 :50～12 :50	 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「スピリチュアル・ヒーリング」

12 :50～12 :55	 大会委員長挨拶　小林 信正 副理事長

12 :55～13 :00	 司会進行　阿久津 淳（ヒーラーのプロフィールを順次紹介）

13 :00～13 :15	 佐藤 禎花（自己紹介とヒーリングの特徴を説明）

13 :15～13 :30	 大石 陽子（同上）

13 :30～13 :45	 森安 政仁（同上）

13 :45～14 :00	 橋本 和哉（同上）

14 :00～14 :20	 休憩（20分）

14 :20～16 :30	 ４名のヒーラーのヒーリングの実技・質疑応答

16 :30～16 :35	 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40	 閉会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

17 :30～19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）



日
本
サ
イ
科
学
会
　
第
28
回

全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
リ
ン
グ
」開
催
に
あ
た
っ
て

　
　

大
会
委
員
長　

小
林　

信
正　

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

現
代
医
学
や
伝
統
的
な
民
間
療
法
と

は
異
な
る
神
秘
的
な
治
療
法
に「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」（
心
霊
的

な
治
療
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
精
神

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
目
に
見
え

な
い
力
の
た
め
に
、
人
々
は
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を“
神
秘
的
な
治

療
法
”と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら“
病
は
気
か
ら
”
と
言
わ
れ

て
い
た
通
り
、
疾
病
の
多
く
は
、
肉
体

が
病
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
心
・
魂
・

体
」
の
全
て
の
作
用
を
受
け
て
、
物
と

心
の
両
面
の
調
和
に
よ
っ
て
健
康
と
い

う
も
の
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

だ
が
科
学
を
万
能
視
す
る
人
々
は
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
迷

信
と
し
て
蔑
視
し
、
非
科
学
的
療
法
と

決
め
付
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現
代
医
学
や

民
間
療
法
に
見
放
さ
れ
た
人
々
は
、
最

後
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
望
み
を
託
し
て
、

世
界
の
至
る
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
国
家
的
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
認
め
、
特
に
イ
ギ

リ
ス
の
病
院
で
は
、
医
者
の
補
助
的
手

段
と
し
て
ヒ
ー
ラ
ー
た
ち
が
現
代
医
学

や
民
間
療
法
に
見
放
さ
れ
た
人
々
の
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
医
療
を
施
し
、
健

康
保
険
さ
え
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
講
演
よ
り
も
実
演
を
主
と
し

て「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
う

の
か
、
会
場
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
日
ご

ろ
心
身
の
状
態
が
芳
し
く
な
く
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
希
望
す
る
方
々
を
被
験
者
と
し

て
、
会
場
で
各
々
の
ヒ
ー
ラ
ー
諸
氏
が

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を

施
し
て
、
そ
の
効
用
や
感
想
な
ど
を
伺

う
も
の
と
し
ま
す
。

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
分
類
）

（
A
）
直
接
ヒ
ー
リ
ン
グ
：
ヒ
ー
ラ
ー
が

直
接
患
部
に
手
を
か
ざ
し
て
心
霊
的
パ

ワ
ー
や
気
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

る
療
法
。

（
B
）
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
：
ヒ
ー
ラ
ー
を

通
し
て
心
霊
的
パ
ワ
ー
や
気
の
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
遠
方
の
患
者
に
送
り
、
邪

気
を
除
き
、
本
来
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
循
環
を
取
り
戻
す
療
法
。

（
C
）
医
療
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
：
霊
能
力
者

が
霊
界
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
治
療
の
指

示
を
受
け
る
。

（
D
）
除
霊
・
浄
霊
：
人
に
憑
い
た
憑
依

霊
を
取
り
除
き
、
浄
化
し
て
病
気
を
治

す
治
療
法
。

（
E
）
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン

グ
：
高
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヒ
ー
ラ
ー

の
身
体
を
通
し
て
治
療
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
し
て
患
者
の
体
内
に
注
入
に
て
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

（
ヒ
ー
ラ
ー
の
先
生
の
紹
介
）

①
佐
藤
禎
花
先
生

・
石
川
県
金
沢
市
に
て
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
健
康
科
学
研
究
所
を
開
設
、
北
陸
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
。

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
国
際
大
学
大
学
院
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
研
究
科
教

授
。
東
京
赤
坂
に
事
務
所
を
置
き
、
石

川
県
金
沢
を
中
心
に
富
山
、
静
岡
、
長

野
、
東
京
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
育
成
と
特
別
セ
ラ
ピ
ー

を
実
践
。『
宇
宙
即
我
、
皆
つ
な
が
っ
て

い
る
』
天
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
心（
精
神
）・
身
体
・
霊
性（
魂
）の

三
位
一
体
を
人
間
丸
ご
と
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
と
ら
え
、
健
康
と
は
、
幸
せ
と

は
、
生
き
る
と
は
、
死
と
死
後
の
事
、

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
帰
る
の
か
?
等
、

学
問
と
実
技
実
践
法
を
伝
授
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
二
つ
の
ガ
ン
の
う
ち
一
つ

が
消
え
、
全
部
意
味
を
伝
え
ら
れ
克
服

す
る
。
現
在
10
年
過
ぎ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
い
た
赤
坂
A
A
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
て
特
別
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
大
石
陽
子
先
生

・
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
に
住
み
自
然
と

親
し
み
な
が
ら
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
然
界
か
ら
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が

ら
、
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）を
高
め

る
た
め
に
日
本
の
伝
統
的
自
然
食
、
健

康
食
な
ど
食
育
活
動
を
通
し
て
、
精
神

性
、
情
緒
性
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を

啓
蒙
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
神
界
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
パ
ワ
ー
を
身
体
に
受

け
て
、
患
部
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
、

時
に
は
憑
依
霊
の
浄
化
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

③
森
安
政
人
先
生

・
長
崎
県
在
住
、
日
本
サ
イ
科
学
会
九

州
会
会
長
、
40
歳
ご
ろ
か
ら
心
の
勉
強

を
重
ね
、「
運
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」を
解
明
、

鶏
卵
卸
商
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い

● ❹●



る
傍
ら
、
全
国
か
ら
の
電
話
で
の
悩
み

相
談
を
38
年
間
、
直
接
、
遠
隔
ヒ
ー
リ

ン
グ
と
し
て
無
料
で
奉
仕
活
動
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
生
霊
に
つ
い
て
の

心
身
の
不
調
や
痛
み
に
つ
い
て
、
そ
の

原
因
と
な
る
悪
い
想
念
の
対
処
法
を
指

導
、
ま
た
神
仏
を
敬
い
、
先
祖
に
感
謝

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
お
ら
れ

ま
す
。

④
橋
本
和
哉
先
生

・
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
、
医
学
博
士
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理

事
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会 

副
会
長
、

N
P
O「
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

理
事
長 

、
社
団
法
人 

「
日
本
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
医
学
協
会
」理
事
長
。

当
て
た
気
の
跳
ね
返
り
で
何
が
あ
る

か
を
知
る
「
気
当
て
診
断
法
」
希
望
す

る
も
の
を
意
識
し
て
天
に
飛
ば
し
、
共

鳴
し
て
返
っ
て
く
る
気
を
療
法
に
用
い

る
「
天
賜
気
功
法
」
を
独
自
に
開
発
し

て
診
療
に
使
う
。

一
般
診
療
以
外
に
、
霊
障
、
ト
ラ
ウ

マ
、
家
や
土
地
の
気
の
異
常
、
魂
か
ら

見
た
相
性
、
良
質
食
材
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

し
人
生
の
進
路
、
適
正
相
談
も
受
け
て

い
ま
す
。

参
考
：
医
師
が
語
る
霊
障（
創
芸
社
）ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
T
V
・
D
r
は
っ
し
ー

の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
室

http://spiritual-soudan.net 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

故
人
か
ら
学
ん
だ
「
最
高
の
生
き

方
・
逝
き
方
」・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

受
け
取
り
方
の
実
践

�

講
師　

陽
光 

氏（
こ
と
だ
ま
師
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
4
日（
月
・
休
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容「

天
上
界
や
自
然
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
受
け
取
り
方
」
と
、
故
人
か
ら
教

え
ら
れ
た「
最
高
の
生
き
方
・
逝
き
方
」

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
目
に
見
え

な
い
存
在
や
故
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
取
る
コ
ツ
に
つ
い
て
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
実
践
を
行
い
な
が
ら
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎
陽
光
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

埼
玉
県
本
庄
市
生
ま
れ
、
神
川
町
在

住
。
約
10
年
前
に
本
屋
で
出
会
っ
た
一

冊
の
本
に
心
を
動
か
さ
れ
、
精
神
世
界

へ
の
道
に
踏
み
入
れ
る
。
自
身
の
生
き

方
を
模
索
し
て
い
た
時
に
、
一
人
の
路

上
詩
人
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
感

得
、
言
葉
の
力「
こ
と
だ
ま
」
の
持
つ

素
晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
を
実
感
、
2‌

0‌

1�

‌

2
年
よ
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
下
ろ
す
活
動
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
に
書
き
下
ろ
し
た
数
は
3
万

枚
以
上
と
な
る
。
昨
今
で
は
自
然
界
や

天
上
界
、
ま
た
故
人
か
ら
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
注
文

製
作
の
傍
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
等
の
研

修
依
頼
を
受
け
関
東
一
円
で
活
動
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

テ
ー
マ「
虚
数
宇
宙
」

日
時　

令
和
元
年
12
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル 

系
統 

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員 

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

●❺ ●



◎
愛
宕
な
み
氏
の
講
演（
つ
づ
き
）

宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
が
あ
る
。

こ
の
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
の
名
前

を
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
創
造
主
」
と

か
「
造
物
主
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
仏

教
で
は
こ
の
こ
と
自
体
の
こ
と
を「
空
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
「
仏
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
こ
と
を

「
仏
」
と
呼
ぶ
、
そ
ん
な
風
に
も
捉
え

が
ち
で
す
が
、
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の

元
の
存
在
の
こ
と
を
仏
教
で
は
「
空
」

と
呼
ん
で
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

ヨ
ガ
の
世
界
で
は
、
こ
の
こ
と
を

「
宇
宙
霊
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
天
風
先

生
は
ヨ
ガ
を
日
本
に
初
め
て
持
っ
て
来

ら
れ
た
方
な
の
で
、
宇
宙
を
創
っ
た
大

元
の
元
の
こ
と
を
「
宇
宙
霊
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
方
は
そ
れ
を

「Som
ething Great

（
サ
ム
シ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ト
）」
と
呼
ん
だ
り
、
そ
し
て
映

画
で
は
「
フ
ォ
ー
ス
」
と
呼
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
名
前
は
様
々
で
す
が
、
指

し
て
い
る
も
の
は
た
だ
一
つ
、
宇
宙
を

創
っ
た
大
元
の
元
、
こ
の
ひ
と
し
ず
く

が
私
達
の
霊
魂（
た
ま
し
い
）
の
中
心

に
宿
っ
て
い
る
。

世
界
中
の
人
々
に
平
等
は
無
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
に
生
ま
れ

る
こ
と
も
、
北
朝
鮮
に
生
ま
れ
る
こ
と

も
、
日
本
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ

は
平
等
は
無
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

で
も
天
風
先
生
は
「
そ
う
思
う
け
れ
ど

も
、
全
員
の
霊
魂
（
た
ま
し
い
）
の
中

心
に
こ
の
ひ
と
し
ず
く
が
宿
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
だ
け
が
全
員
の
平
等
な
ん

だ
。
こ
こ
に
立
脚
し
て
、
物
事
を
考
え

て
い
き
ま
せ
ん
か
。
そ
の
こ
と
を
提
唱

し
て
行
き
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
霊
魂
の
中
心
に
宿
る

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
、
こ
れ
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん

や
猫
ち
ゃ
ん
も
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
た
だ
天
風
先
生
の
言

葉
を
借
り
る
と
、「
観
念
の
問
題
で
す

が
、
言
葉
で
言
う
と
、
彼
ら
に
は
薄
ま

っ
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
」と
い
う
の
で

す
。
言
葉
尻
を
捉
え
な
い
で
く
だ
さ
い
、

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
そ
の
も
の
が
入
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
意
味

で
す
。「
人
間
だ
け
が
そ
の
も
の
が
入
っ

て
い
る
、
多
い
少
な
い
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
の
も
の
自
身
が
入
っ
て
い
る
の

は
人
間
だ
け
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
私

達
の
中
に
潜
在
的
に
元
々
あ
る
の
だ
。

で
は
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
は
ど
う

い
う
も
の
な
ん
だ
?　

そ
う
す
る
と
、

天
風
先
生
は
ご
生
前
も
言
っ
て
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、「
真
善
美
」

な
ん
だ
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
で
も
よ
く
言
い

ま
す
が
、「
真
」と
は「
愛
」と「
誠
」な

ん
だ
。「
善
」と
は「
全
き
善
」な
ん
だ
。

地
球
で
は
、
善
と
悪
と
い
う
ジ
ャ
ッ
ジ

メ
ン
ト
を
私
達
は
い
つ
も
し
て
お
り
ま

す
が
、
で
も
宇
宙
は
「
全
き
善
」
し
か

な
い
ん
だ
。「
善
」
の
方
向
か
ら
し
か
、

も
の
を
見
な
い
ん
だ
。
そ
れ
が
宇
宙
な

ん
だ
、
と
言
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
清
水
さ
ん
が
落
ち
て
い
る

バ
ナ
ナ
の
皮
で
転
ん
だ
と
し
ま
す
。
最

近
は
バ
ナ
ナ
の
皮
も
落
ち
て
い
ま
せ
ん

が（
笑
）。
そ
れ
も
、
大
難
が
小
難
に
済

ん
だ
ん
だ
。
霊
魂
の
中
で
は
、
そ
れ
は

一
つ
の
悟
り
な
ん
だ
。
善
の
方
向
か
ら

も
の
を
見
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
宇

宙
の
捉
え
方
な
ん
だ
。

「
美
」
と
い
う
の
は
、
調
和
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
な
ん
だ
。
宇
宙
は
完
全
な
る

調
和
で
完
全
な
る
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
、
こ
の
人
間
世
界
だ
け
が
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
い
ろ
い
ろ
な
諍
い
が
起
き

て
い
る
、
そ
う
い
う
世
界
な
ん
だ
。

そ
し
て
天
風
先
生
が
言
っ
た「
絶
対

積
極（
ぜ
っ
た
い
せ
き
ぎ
ょ
く
）」は「
正

し
い
心
、
清
い
心
、
尊
い
心
、
強
い
心
」

の
こ
と
で
す
。
天
風
先
生
は
何
も
道
徳

的
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
強
い
心
」
は「
折

れ
な
い
心
」、「
し
な
や
か
な
心
」
の
こ

と
で
す
。
宇
宙
は
毎
日
毎
日
膨
ら
ん
で
、

毎
日
毎
日
生
ま
れ
続
け
て
い
る
、
決
し

て
後
ず
さ
り
し
な
い
。
そ
の
宇
宙
に
歩

み
を
合
わ
せ
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
歩
で
も
前
に
、

一
歩
で
も
前
に
、
少
し
で
も
前
に
、
そ

う
し
て
生
き
て
い
き
な
さ
い
。
宇
宙
に

歩
み
を
合
わ
せ
な
さ
い
、
心
を
同
化
さ

せ
な
さ
い
、
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て「
明
る
い
心
」、「
暖
か
い
心
」、
こ

れ
が
宇
宙
霊
の
心
な
ん
だ
、
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
く
奇
跡
を
体
験
す
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
奇
跡
は
宇

宙
霊
に
心
を
合
わ
せ
た
と
き
に
、
奇
跡

を
ど
ん
ど
ん
体
験
す
る
の
だ
、
そ
れ
を

量
多
く
私
達
は
体
験
し
て
、
こ
の
現
実

世
界
で
仕
事
に
生
活
に
活
か
し
て
こ
そ

の
奇
跡
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
は
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

心
を
同
化
さ
せ
る
こ
と
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ

プ
に
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
私
達
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
通
し
て
、
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
に
心
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ほ
ど
こ

こ
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
、
神
の
啓
示

な
る
も
の
を
量
多
く
与
え
ら
れ
、
私
達

は
宇
宙
か
ら
の
示
唆
を
ど
ん
ど
ん
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
宇
宙
に

心
が
同
化
し
て
い
な
い
と
そ
れ
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ

う
に
言
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
日

頃
か
ら
私
達
は
宇
宙
に
心
を
同
化
さ
せ

る
こ
と
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
く
よ
う
に

ず
っ
と
言
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
何
が
で
き
る
の
か
?

元
々
宇
宙
霊
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の「
創

造
す
る
」、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の「
想

像
す
る
」、
そ
れ
か
ら
何
か
を
や
り
遂
げ

よ
う
と
す
る
、
信
じ
よ
う
と
す
る「
す

る
力
」
が
あ
る
の
で
す
。
私
達
は
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
に
心
を
寄
せ
る
ま
で
も
な
く
、

何
か
頭
の
中
に
思
い
描
い
た
も
の
を
、

現
実
世
界
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
今
日
食
べ
る
夕
飯
で
さ
え
も
、

ま
ず
皆
さ
ん
頭
の
中
に
描
い
て
か
ら
食

べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
毎
日

毎
日
、
自
己
実
現
の
繰
り
返
し
を
し
て

い
る
の
だ
と
天
風
先
生
は
言
っ
て
お
り

ま
す
。

「
何
で
も
気
な
し
に
や
る
な
、
す
べ

て
の
こ
と
は
気
持
ち
を
入
れ
て
や
れ
。

毎
日
毎
日
、
自
己
実
現
し
て
い
る
と
自

分
の
中
に
刻
み
つ
け
ろ
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
さ
い
こ
と
を
重
ね
て

い
く
と
、
大
き
な
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。」

私
っ
て
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
、
ど
う
し
て
も
思
い
が
ち
で

す
。
で
す
け
ど
毎
日
毎
日
、
自
己
実
現

を
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
や
自
分

の
何
か
大
き
な
志
を
も
っ
た
と
き
に
、

そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
毎
日
の
繰
り
返
し
な
ん
だ
、
と
天

風
先
生
は
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
達

は
毎
日
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
に
心
を
添
え
て
、

そ
し
て
添
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

す
。私

達
の
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
毎
日
毎
日
こ
の
奇
跡
の
連
続
で
す
。

私
達
は
奇
跡
を
体
験
す
る
た
め
に
こ
の

地
上
に
お
り
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

奇
跡
は
網
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

誰
か
一
人
だ
け
が
経
験
す
る
も
の
で
な

く
、
同
時
に
皆
さ
ん
が
経
験
し
な
が
ら
、

そ
し
て
そ
の
奇
跡
の
中
か
ら
私
達
は
悟

り
を
開
い
て
い
く
。
そ
の
、
毎
日
毎
日

の
繰
り
返
し
を
こ
の
地
上
で
し
て
、
持

っ
て
帰
れ
る
も
の
は
霊
魂（
た
ま
し
い
）

の
成
長
の
み
な
ん
だ
。
私
達
は
こ
の
霊

魂
の
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
日
々
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
思
っ
た
り

考
え
た
り
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
思
っ

た
り
考
え
た
り
し
て
い
る
心
を
自
分
だ

と
思
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
も
う
違

う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
そ
こ
に

立
ち
返
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
は
元
々
周
り
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
守
護
霊
の
方
々
は
、
だ
い
た
い
7

割
か
ら
9
割
は
家
系
の
ご
先
祖
様
だ
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。
清
水
さ
ん
の
指
導

霊
と
い
う
方
が
、
以
前
は
中
村
天
風
先

生
で
、
今
は
倭
姫
命（
や
ま
と
ひ
め
の

み
こ
と
）
様
で
す
。
指
導
霊
は
多
分
皆

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

今「
チ
ャ
ネ
ラ
ー
」の
方
々
は
い
ろ
い
ろ

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、

清
水
さ
ん
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
本
し
か
繋

が
な
い
人
で
す
。
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清
水
さ
ん
は
指
導
霊
の
こ
と
を
今
、

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
は
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ（
専
門
）に
繫
げ
て
く
れ
ま
す
。

中
村
天
風
先
生
の
ご
紹
介

1
8
7
6
年
東
京
北
区
王
子
生
ま
れ
。

日
露
戦
争
の
軍
事
探
偵
と
し
て
活
躍
。

当
時
、
死
病
で
あ
っ
た
肺
結
核
を
発
病

し
た
こ
と
か
ら
、
人
生
に
つ
い
て
深
く

考
え
、
真
理
を
求
め
て
欧
米
を
遍
歴
。

有
名
な
学
者
や
識
者
を
訪
ね
る
が
、
答

え
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
帰
国
す
る
途
中

に
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
の
聖
者（
カ
リ
ア
ッ
パ

師
）
と
出
会
う
。
そ
の
ま
ま
彼
の
弟
子

と
な
り
、
ヨ
ガ
哲
学
の
指
導
を
受
け
、

病
を
克
服
、
帰
国
後「
心
身
統
一
法
」を

説
き
、
多
く
の
著
名
人
か
ら
支
持
さ
れ
、

「
天
風
哲
学
」
と
し
て
広
く
世
間
に
認
め

ら
れ
る
。

1
9
6
8
年
92
歳
で
亡
く
な
る
。

私
達
が
一
緒
に
や
っ
て
お
り
ま
す

「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

天
風
先
生
の「
我
が
霊
魂
の
中
に
与
え

給
い
し
慈
悲
の
雫（
し
ず
く
）で
あ
る
。」

と
い
う
言
葉
か
ら
、「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」

と
い
う
名
前
を
つ
け
た
、
と
先
ほ
ど
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
倭
姫
命
様
は
こ
の

こ
と
を「
神
性
復
古
運
動
」と
い
う
こ
と

で
、
運
動
と
し
て
や
っ
て
い
き
な
さ
い
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
か
と
言

い
ま
す
と
、「
神
性
」
と
い
う
の
は
神
性

と
い
う
言
い
方
も
あ
れ
ば
、
仏
性
と
い

う
言
い
方
も
あ
れ
ば
、
霊
性
と
い
う
言

い
方
も
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
の
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
が
私
達
の
中
心
に
宿
っ
て

い
る
の
だ
、
こ
れ
を
ま
ず
思
い
出
す
こ

と
、
さ
ら
に
思
い
出
す
だ
け
で
は
だ
め

で
、
元
の
形
に
戻
す
、
元
の
働
き
に
戻

す
こ
と
を
復
古
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
に
添
っ
て
毎
日
毎
日
生
き
て

い
る
と
、
こ
れ
を
す
れ
ば
今
は
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て

も
、
必
ず
最
終
的
に
は
私
達
に
と
っ
て

も
周
り
の
人
に
と
っ
て
も
、
一
番
い
い

結
果
に
落
ち
着
く
と
い
う
こ
と
を
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
あ

る
意
味
、
見
せ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
毎
日
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

次
も
こ
れ
で
や
れ
ば
い
い
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
私
達
は
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、「
そ
う
だ
こ
れ
で
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

し
て
、
次
の
こ
と
を
選
択
し
て
い
こ
う
」

と
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
必
ず
う
ま
く

い
く
、
そ
う
す
る
と
恐
怖
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。

考
え
て
み
れ
ば
、
昔
の
私
は
恐
怖
や

「
う
ま
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
絨
毯
の
上
に
ま
ず
乗
っ
て
、
物

事
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
何

か
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
い
つ
も
こ

こ
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
と
、
必
ず
神

技
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

達
二
人
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
も
同

じ
で
す
。
そ
う
す
る
と
次
も
怖
が
ら
ず

に
こ
の
こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
ん
だ

と
い
う
ふ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

根
源
存
在
を
「
第
一
者
」、「
自
ら
」

と
呼
び
、
そ
こ
か
ら
分
か
れ
て
下
り
て

き
た
一
滴
（
ひ
と
し
ず
く
）
を
「
自
分
」

と
呼
び
、
そ
れ
を「
真
我
」、「
内
在
神
」

と
呼
び
ま
す
。
で
す
か
ら
本
当
の
自
分

は
既
に
悟
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
の

で
す
。
悟
っ
て
い
る
も
の
が
私
達
の
中

に
あ
っ
て
、
そ
こ
の
周
り
に
い
ろ
い
ろ

な
観
念
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心

は
悟
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
心
が
そ
こ
に

近
づ
い
て
近
づ
い
て
い
く
と
き
、
そ
れ

が
私
達
が
悟
り
に
至
っ
て
い
く
道
な
ん

だ
。そ

う
し
て
そ
の
こ
と
を
い
つ
も
信
じ

て
い
く
と
き
に
、
こ
れ
が「
自
信
」な
ん

だ
。
自
ら
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

宇
宙
霊
の
働
き
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
傲
慢
に
な
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

を
信
じ
て
い
け
ば
必
ず
う
ま
く
い
く
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
私
達
が
普
段
か
ら

使
っ
て
い
る
真
の「
自
信
」
な
の
で
す
。

私
達
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ワ
ン
ド

ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

て
、
今
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
が
結
成
さ
れ
、

2
0
1
7
年
12
月
24
日
に
は「
生
命
交

響
曲　

霊
魂（
た
ま
し
い
）
の
歓
び
の

歌
」
の
初
演
が
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
清
水
浦
安
氏
の
講
演

天
風
先
生
か
ら
、
こ
こ
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
も
構
わ
な

い
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

天
風
会
の
「
入
聖
開
悟
の
誦
句
」
を

紹
介
し
ま
す
。

入
聖
開
悟
の
誦
句

吾
は
今　

わ
が
心
の
中
に
、
こ
の
世
の

す
べ
て
の
も
の
を
正
し
く
理
解
し
得
る
、

偉
大
な
る
「
光
り
」
あ
る
も
の
が
宿
り

居
る
こ
と
を　

厳
か
に
信
ず
る
。

こ
の
「
光
り
」
こ
そ
は　

こ
の
世
に
在

る
唯
（
た
だ
）
一
つ
の
絶
対
た
る
宇
宙

霊
が
、
わ
が
霊
魂
の
中
に
与
え
給
い
し

慈
悲
の
雫（
し
づ
く
）で
あ
る
。

又
こ
の
「
光
り
」
こ
そ
は　

わ
が
命
と

宇
宙
霊
と
を
、
確
実
に
結
び
つ
く
る
く

ろ
が
ね
の
鎖
で
あ
る
。
と
同
時
に　

更

に
真
理
の
扉
を
開
く
秘
密
の
符
牒
を
知

る
金
鍵（
き
ん
け
ん
）で
あ
る
。

そ
も
や
こ
の
「
光
り
」
が
、
わ
が
心
の

中
に
燦
然
と
し
て
輝
か
ば
、
尊
し
や　

宇
宙
霊
は　

世
の
人
々
の
い
う
「
神
の

啓
示
」
な
る
も
の
を
、
量
多
く
わ
れ
に

与
え
た
ま
う
。

そ
し
て　

そ
の
能
わ
ざ
る
な
き
の
力
を

以
て
、
迷
い
に
眩
（
く
ら
）
む
わ
れ
等

の
心
の
眼
（
ま
な
こ
）
を
正
し
く
開
か

せ
た
も
う
。

さ
ら
ば　

吾
は
今　

こ
の
厳
そ
か
な
る

法
則
を
、
虔（
つ
つ
ま
）し
や
か
に
行
わ

ん
が
た
め
に
、
心
の
歩
み
を　

宇
宙
霊

に
従
わ
せ
て
、
ひ
た
す
ら
に
真
と
善
と

美
の
み
の
上
に
運
ば
せ
よ
う
。
常
に
入

聖
指
南
の
「
弁
別
（
べ
ん
べ
つ
）」
の
苔

（
し
も
と
）を
手
に
し
て
・
・
・

そ
し
て
ひ
た
む
き
に　

こ
の「
光
り
」の

発
現
に
努
め
よ
う
。

さ
す
れ
ば
こ
の
妙
な
る
「
光
り
」
は
、

や
が
て
わ
が
心
の
中
に
美
し
き
悟
り
の

花
を
咲
か
せ
、
そ
の
稔（
み
の
）り
を
豊

か
に
し
て
、
わ
が
命
は　

常
に　

お
の

の
く
如
き
歓
び
に
満
た
さ
れ
ん
。

天
風
先
生
か
ら
私
に
、「
日
本
人
、
ア

メ
リ
カ
人
、・
・
・
な
ど
国
籍
が
違
っ
て

も
、
肌
の
色
、
血
液
、
D
N
A
、
宗
教
、

も
の
の
考
え
方
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
違

っ
て
も
、
人
と
し
て
絶
対
平
等
の
も
の

が
あ
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
な
?
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
宇
宙
霊
の
宇
宙
創
造
の
元
の
意

志
、
こ
れ
が
霊
魂
の
中
に
生
命
の
核
と

し
て
宿
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

天
風
先
生
の
本
に
「
我
思
う
我
は
仮

の
我
、
ま
こ
と
の
我
は
命
そ
の
も
の
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ヨ

ガ
の
神
髄
だ
そ
う
で
す
。
ご
存
知
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
天
風
先
生
は

肺
結
核
に
か
か
り
、
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
の

聖
者
、
カ
リ
ア
ッ
パ
師
の
と
こ
ろ
で
3

年
間
修
行
し
て
快
復
し
た
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

宇
野
千
代
氏
が
書
か
れ
た「
中
村
天

風
の
生
き
る
手
本　

世
界
で
い
ち
ば
ん

価
値
あ
る
贈
り
物
」
を
仕
事
が
終
わ
っ

た
あ
と
、
読
ん
で
い
ま
す
と
、
天
風
先

生
が
出
て
き
て
、
解
説
が
始
ま
る
ん
で

す
よ
。
便
利
で
す
ね
。
本
の
中
の
文
章

の
一
つ
に「『
心
の
中
の
も
う
一
人
の
あ

な
た
』
が
正
解
を
知
っ
て
い
る
!
」
が

あ
り
ま
す
。

※
清
水
氏
が
そ
の
章
を
朗
読
す
る
。

次
に
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
を
や
っ
て

い
た
ラ
ル
フ
・
ウ
ォ
ル
ド
ー
・
エ
マ
ソ

ン
の
著
書「
自
己
信
頼
」を
紹
介
す
る
。

［
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
光
源
だ
け

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
何
も
写
さ
な
い
状
態

（
白
い
光
の
ス
ク
リ
ー
ン
）に
し
て
］

●❾ ●
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天
風
先
生
の
お
話

こ
う
い
う
心
の
状
態
（
思
考
が
働
い

て
い
な
い
）
の
と
き
に
、
宇
宙
の
叡
智

が
ド
ー
ン
と
入
っ
て
来
る
。
生
ま
れ
た

て
の
赤
ん
坊
の
心
は
皆
こ
う
い
う
状
態

な
ん
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
色
が
つ
い
て
い

な
い
ピ
ュ
ア
な
心
の
状
態
な
ん
だ
。
そ

れ
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
カ
リ
ア
ッ
パ
先
生
か

ら
教
わ
っ
た
。

こ
の
図
の
右
側
に
あ
る
光
源
：
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ（
仏
の
智
恵
の
源
）か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
光
が
来
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
遮
る
よ
う
に
、
人
間
の
心
の
フ

ィ
ル
ム（
一
コ
マ
一
コ
マ
が
思
考
）
が
心

の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
映
し
出
さ
れ
、
現

実
に
投
じ
ら
れ
る
。
覚
者
は
こ
の
光
源

の
光
そ
の
も
の
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
射

さ
れ
る
の
だ
。

瞑
想
す
る
と
い
う
の
は
、
人
間
の
自

我
の
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
（
あ
れ
が
正
し

い
と
か
正
し
く
な
い
と
か
、
儲
か
る
、

儲
か
ら
な
い
と
か
）
を
何
も
無
く
し
て

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
の
光
を
直
に
受
け
ら
れ

る
状
態
に
す
る
修
行
で
す
。

潜
在
意
識
は
20
世
紀
最
大
の
発
見
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
よ
う
に
潜
在

意
識
は
氷
山
に
喩
え
ら
れ
ま
す
。
潜
在

意
識
は
表
層
、
中
層
、
深
層
心
理
の
3

層
か
ら
な
る
第
二
潜
在
意
識
（
心
の
領

域
）
と
無
限
の
力
、
潜
在
能
力
、
潜
勢

力
の
源
泉
で
あ
る
第
一
潜
在
意
識
（
霊

魂
の
領
域
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
顕
在

意
識
に
お
い
て
「
絶
対
積
極
」
で
生
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
潜
在
意
識
に

き
れ
い
な
水
を
一
滴
一
滴
注
い
で
浄
化

す
る
こ
と
で
、
第
一
潜
在
意
識
の
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

パ
ワ
ー
が
引
き
出
せ
る
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

目
に
見
え
て
変
化
す
る
こ
の

一
年
を
具
体
的
に
予
測
す
る

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛 

氏

　
　
　
　
（
伊
藤 

一
夫 

氏
）

と
き
：
平
成
31
年
4
月
20
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
内
容

2
0
1
9
年
の
春
分
図
を
読
み
解
く

春
分
図
と
は
占
星
術
に
お
け
る
そ
の

年
を
占
う
根
拠
と
な
る
星
の
配
置
を
記

し
た
図
の
こ
と
で
、
春
分
図
に
よ
っ
て

一
年
を
占
う
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

今
年
は
貧
困
が
さ
ら
に
進
む
と
同
時

に
民
衆
に
政
権
へ
の
怒
り
が
持
ち
あ
が

り
、
労
働
争
議
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
本
格

化
す
る
で
し
ょ
う
。

政
府
を
表
す
部
屋
に
最
悪
の
星
の
組

み
合
わ
せ
が
出
て
お
り
、
突
然
の
失
脚

や
転
覆
が
あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
決

し
て
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る

大
暴
動
の
危
険
が
出
て
い
ま
す
。
当
日

は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
登
場
の
意
味
と
、
ト

ラ
ン
プ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
。
ト

ラ
ン
プ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
の
違

い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
改
革
の
本
質
に
迫
る
話
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎�

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
氏　

プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

日
本
を
代
表
す
る
西
洋
占
星
術
師
。

占
星
学
界
の
第
一
線
で
40
年
に
わ
た
っ

て
活
躍
。

日
本
で
初
の
日
本
版
天
文
歴
を
監
修

出
版（
エ
フ
ェ
メ
リ
ス
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
）。

日
本
で
占
星
術
を
学
ぶ
方
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
監
修
の
天

文
歴
を
使
用
。
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多
方
面
に
お
け
る
活
動
も
多
く
、
和

歌
を
歌
う
披
講
（
ひ
こ
う
）
の
研
究
と

実
践
。
民
間
で
唯
一
の
披
講
の
研
究
会

を
主
宰（
星
と
森
披
講
学
習
会
）。

披
講
の
道
か
ら
さ
ら
に
日
本
語
の
特

殊
性
に
研
究
は
進
み
、
母
音
発
生
の
特

徴
と
そ
の
意
味
、
さ
ら
に
倍
音
、
高
周

波
、
共
振
現
象
の
本
質
的
研
究
。

そ
の
結
果
と
し
て
色
々
な
周
波
数

の
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
音
叉
）
を
作
成
発
売
。

フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理
の
研
究
と
そ

の
応
用
に
よ
る
各
種
製
品
の
開
発
。

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ト
ッ
プ
人
気
番
組

で
あ
る
テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
の
回
答

者
と
し
て
20
年
の
実
績
。
著
書
多
数
。

現
在
は
東
京
尾
山
台
で
開
発
し
た
チ
ュ

ー
ナ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
マ

ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
を
経
営
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
、
非
会

員
56
名
、
合
計
72
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

御
代
替
わ
り
以
降
の
日
本
、
世
界

～
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

と
き
：
令
和
元
年
5
月
18
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

◎
水
口
清
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。大

学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全
国

の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅
の

行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

ロ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・
所
長
。

潜
在
能
力
の
開
発 

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数

霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開

発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法

な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業

研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」「
未
来
予

知
能
力
の
開
発
」「
人
は
み
ん
な
魔
法
使

い
」「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」「
90
日
で

願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」「
こ
れ
か
ら
日

本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ
け
）」
な
ど

多
数
。

内
容新

元
号
が「
令
和
」
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
す
。

米
国
と
中
国
は
情
報
戦
争
の
真
っ
只
中

で
世
界
は
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

E
U
も
イ
ギ
リ
ス
の
離
脱
で
混
乱
を
極

め
て
い
ま
す
ね
。

そ
ん
な
中
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
こ

に
向
か
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
―
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
反
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
に
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
米
関
係
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
日
本
は
孤
立
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。国

内
で
は
、
出
入
国
管
理
法
に
よ
っ

て
移
民
国
家
に
移
行
し
て
い
く
、
日
本

の
文
化
は
根
本
か
ら
崩
れ
て
い
き
ま
す
。

国
も
会
社
も
国
民
も
全
て
文
化
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
す
。

軍
事
力
は
強
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

憲
法
改
正
で
自
衛
隊
は
軍
隊
に
、
米
国

か
ら
大
量
の
兵
器
を
購
入
・
・
確
か
に

丸
腰
で
は
国
際
情
勢
か
ら
み
て
日
本
は

危
険
で
す
。

消
費
税
10
%
ア
ッ
プ
で
経
済
も
崩
壊

す
る
で
し
ょ
う
。
過
去
の
消
費
税
ア
ッ

プ
で
は
、
そ
の
後
こ
と
ご
と
く
不
況
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
増
税
で
日
本

の
経
済
は
致
命
的
に
な
り
そ
う
で
す
。

水
道
法
改
正
に
よ
り
、
水
道
が
民
営

化
さ
れ
ま
す
が
、
生
命
に
必
須
で
あ
る

水
の
民
営
化
は
、
安
全
上
、
生
き
る
基

盤
を
な
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
人
類
社
会
の
未
来
を
左



右
す
る
キ
ー
マ
ン
は
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
で
す
。

世
界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
二
つ
の
勢
力
に
別
れ
世
界

は
混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は

ど
う
し
て
真
実
を
国
民
に
知
ら
せ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
? 
日
本
は
形
な
り
に

も
民
主
国
家
で
す
。
な
の
に
な
ぜ
で
し

ょ
う
・
・
・

「
賢
者
は
歴
史
に
学
び
、
愚
者
は
現

実
に
学
ぶ
」
と
い
う
賢
者
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
今
起
こ
っ
て
い
る
現
実
の
裏

側
を
紐
解
く
た
め
に
は
歴
史
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
国
際
情
勢
や
政
治
経
済
の
専
門

家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
東

洋
思
想
の
根
底
に
流
れ
る
智
慧
の
世
界

か
ら
世
界
情
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
人
類
社
会
と
い
え
ど
も
、
自

然
の
法
則
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

東
洋
思
想
が
見
事
に
人
類
の
未
来
を

紐
解
い
て
い
る
の
に
は
、
驚
愕
す
る
ば

か
り
で
す
。

「
い
か
な
る
賢
者
も
未
来
を
予
見
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
然
の
法
則
は
変
わ

ら
な
い
の
で
す
。

今
年
は
「
5
G
」
の
よ
う
な
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ま
れ
る
年
で
す
。

一
つ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
大
き
く
社
会

を
変
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
起
こ
る
第
四
次
産
業
革
命
と

は
?

日
本
は
大
丈
夫
な
の
か
?

今
年
は
日
本
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
時
代
を

読
み
損
な
う
と
個
人
も
会
社
も
時
代
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
代

を
読
む
こ
と
で
、
不
安
を
和
ら
げ
、
未

来
に
光
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
い
っ
し
ょ
に
、
困
難
な
時
代
を
、
読

み
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
現
代

（
い
ま
）

　
　
　
　

講
師　

中
垣　

光
市 

氏

と
き
：
令
和
元
年
6
月
15
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

◎
中
垣
光
市
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

D
C（
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
）、
米
国
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
協
会（
A
C
A
）認
定
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
医

（
C
C
S
P
）。
ハ
ワ
イ
州
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
開
業
免
許
取
得
。
国
際
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
教
務
部

長
、
履
正
社
医
療
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

非
常
勤
講
師
な
ど
を
歴
任
。
2
0
0
4

年
、
世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
安
全
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
に
は
日
本
代
表
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
、
第
8
回
世
界
手
技
療
法
会
議

（
I
C
o
C
）で
は
大
会
長
を
務
め
た
。

（
内
容
）

補
完
医
療
と
し
て
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
が
世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
一

方
で
、
日
本
で
は
消
費
者
庁
が
近
年
発

表
し
た
事
故
情
報
が
国
民
の
安
全
と
健

康
に
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

手
技
療
法
と
し
て
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、「
背
骨
と
同
じ
く
ら

い
」
に
古
く
、「
医
学
の
父
」
と
呼
ば
れ

る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に

ま
で
遡
り
ま
す
。
医
学
史
が
示
す
範
囲

で
は
内
科
医
も
外
科
医
も
マ
ニ
ピ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
用
い
、
20
世
紀
初
頭
ま
で

は
、
異
種
療
法
、
同
種
療
法
、
折
衷
療

法
と
と
も
に
、
特
に
整
形
外
科
医
に
よ

っ
て
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
他

の
治
療
技
術
に
は
、
磁
気
治
療
、
ナ
チ

ュ
ロ
パ
シ
ー
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
、
眼

科
学
、
神
経
心
理
学
、
暗
示
療
法
、
機

械
療
法
、
衛
生
学
、
及
び
手
技
療
法
が

含
ま
れ
ま
す
。

触
診
の
延
長
線
上
に
モ
ビ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
（
可
動
領
域
）
が
あ
り
、
モ
ビ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に
ア
ジ
ャ
ス

ト
メ
ン
ト
（
調
整
、
矯
正
）
が
位
置
し

ま
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
対

因
療
法
な
の
で
、
ま
ず
愁
訴
の
病
理
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
原
因
の

解
消
に
向
け
た
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
最
も
効
果
的
な
治
療
法
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

手
技
療
法
と
し
て
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、「
背
骨
と
同
じ
く
ら

● �●



い
に
古
い
」
と
云
う
意
見
が
あ
る
一
方

で
、「
正
統
医
学
」
と
自
ら
を
称
す
る
組

織
医
療
が「
医
学
の
父
」と
呼
ぶ
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
遡
り
ま
す
。

医
学
史
が
示
す
範
囲
で
は
内
科
医
も
外

科
医
も
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
、

20
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
異
種
療
法
、
同

種
療
法
、
折
衷
療
法
、
そ
し
て
特
に
整

形
外
科
に
よ
っ
て
普
通
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

治
療
の
基
礎
的
準
備
と
し
て
マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
他
の
治
療
技

術
に
は
、
磁
気
治
療
、
ナ
チ
ュ
ロ
パ
シ

ー
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
、
眼
科
学
、
神

経
心
理
学
、
暗
示
療
法
、
機
械
療
法
、

衛
生
学
、
及
び
手
技
療
法
、
そ
の
他
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

18
世
紀
の
内
科
医
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ

エ
ロ
ニ
ミ（
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
＝Joannes 

H
erricus H

ieronym
us

）に
よ
り
1‌

7�

4‌

6
年
に
「
サ
ブ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

（subluxation

）」
と
定
義
さ
れ
た
機
能

不
全
の
脊
椎
分
節
に
対
し
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
主
に
棘
突
起
と

横
突
起
を
接
触
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
短
梃

子
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
分
節
特
定

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
の
が
典
型
的
で
、
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
に
於
け
る
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
関
節
の
整
合
性
を
調
整
す

る
意
味
か
ら「
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
業
務
に
必

要
な
基
礎
教
育
の
世
界
基
準
は
、
世
界

保
健
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る「
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
基
礎
教
育
と

安
全
性
に
関
す
る
W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
既
に
明
ら
か
で
す
が
、
基
礎
教

育
で
習
得
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
多
岐
に

亘
り
、
自
習
等
も
含
め
4
5
0
0
か
ら

5
0
0
0
時
間
相
当
を
要
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
格
別
に
熱
心
な
学
生
は

例
外
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
習
得
は
通
常
、
卒
後
教
育
の
範
疇

に
入
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
未
法
制
の
た
め
か
自
称

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
が
約
三
万
人
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界

基
準
の
教
育
レ
ベ
ル
を
満
た
す
業
者
は

三
百
人
程
度
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
全

う
な
教
育
を
履
修
し
た
安
全
な
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
タ
ー
に
一
般
市
民
が
遭
遇
す
る

確
率
は
、
単
純
計
算
で
約
1
%
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
健
康
に
生
き
永
ら
え
よ
う
と

願
う
な
ら
ば
、
思
考
と
随
意
運
動
に
不

可
欠
な
上
位
中
枢
の
劣
化
は
可
能
な
限

り
避
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
上
位
中
枢

を
健
全
に
保
つ
に
は
、
末
梢
か
ら
の
刺

激
を
中
枢
に
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
要
と
さ
れ
る
栄
養
の
摂
取
は
も
ち
ろ

ん
、
適
量
の
血
中
酸
素
を
維
持
し
、
神

経
学
的
統
合
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

穏
や
か
に
末
梢
か
ら
の
放
電
を
中
枢
に

送
る
わ
け
で
す
が
、
幸
い
に
も
末
梢
系

に
は
感
覚
受
容
器
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。

中
枢
は
刺
激
と
楽
を
好
む
一
方
、
変

化
を
嫌
い
、
特
に
老
化
し
た
中
枢
は
新

し
い
も
の
ご
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

は
消
極
的
で
す
。
楽
を
求
め
て
、
極
端

な
場
合
に
は
呼
び
鈴
の
ボ
タ
ン
一
つ
で

食
事
か
ら
排
泄
の
世
話
ま
で
も
他
人
に

頼
っ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
廃
用
性
疾
患

の
代
償
が
、
ヒ
ト
と
し
て
の
尊
厳
の
喪

失
と
な
る
わ
け
で
す
。

今
日
の
健
康
は
過
去
十
年
の
努
力
の

結
果
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
日
の
努
力
の

結
果
は
十
年
後
の
健
康
へ
の
積
み
重
ね
、

今
日
明
日
に
確
認
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
良
い
こ
と
な
ら

何
で
も
続
け
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

そ
こ
で
良
い
と
解
っ
て
い
る
こ
と
を

続
け
る
た
め
の
コ
ツ
で
す
が
、
中
枢
は

楽
を
好
む
の
で
す
か
ら
、 

ま
ず
は
気
持

ち
良
い
と
感
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

高
齢
者
が
寝
た
き
り
の
介
護
依
存
に

な
る
よ
り
は
、
最
期
ま
で
活
動
的
な
社

会
生
活
を
全
う
す
る
健
康
寿
命
の
延
伸

が
、
個
人
に
も
社
会
に
も
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
が
考
案
し
た

「
P
P
K
背
骨
健
康
体
操
」の
目
的
は
、

●
起
床
時
の
転
倒
予
防

●
結
髪
結
帯
動
作
の
確
保

●
日
常
生
活
に
必
要
な
可
動
域
の
維
持

●
健
康
寿
命
の
延
伸

　

な
ど
で
、

●
骨
格
を
構
成
す
る
主
だ
っ
た
関
節
の

　

基
本
的
可
動
域
に
於
い
て
自
動
的
可

　

動
能
力
を
維
持
す
る
。 

●
成
長
の
過
程
で
当
た
り
前
に
な
っ
て

　

仕
舞
っ
て
い
る
脳
と
身
体
の
関
係
を

　

再
自
覚
す
る
。

●
動
き
が
悪
い
箇
所
の
存
在
に
気
付
く

　

こ
と
。

●
背
骨
の
運
動
単
位
に
於
け
る
正
常
な

　

可
動
域
を
穏
や
か
に
維
持
す
る
。

●
同
時
に
、
関
節
感
覚
受
容
器
か
ら
の

　

神
経
放
電
を
中
枢
に
伝
え
て
神
経
系

　

の
生
存
能
力
を
保
つ
。 

こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。
皆
様
方
も
ぜ

ひ
、
日
課
に
採
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円   （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局	 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

			   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

			   FAX 047-330-4091



は睡眠が取りにくくなったことです。入眠がな
かなか難しくなり、睡眠導入剤を医者から入手
する際、出来るだけ使わぬようにと言われてい
ました。睡眠できなくなるのは高齢になると脳
内物質ドーパミンが減るためと言われています。

試みに、頭の百会というツボを自作のつぼ発
見器で調べたら頭の中心から前頭部にかけて
3か所位出ました。これも、守護霊様に相談し
て2か所米粒を貼ってみました。このお陰で以
前より入眠しやすくなり、48時間以上眠れない
ということは無くなり睡眠導入剤も全く必要あ
りません。ドーパミンが少し多くなったのかも
しれません。また、むずむず脚症候群という脚
が間欠的にちょっと動かしたくなる一種の病気
ですが、これが、始まると中々入眠できません。

これは、今のところ、米粒を出たツボに貼るの
とHQLという血行促進クリームでなんとか凌い
でいます。

◎品川次郎氏のプロフィール
1924年10月22日生まれ、1947年東京工業大学
電気工学科卒。日本サイ科学会顧問、名誉会
員。日本サイ科学会創立時からの会員で、複素
電磁場理論等、新時空概念を提唱し、超常現
象の分析・解明を目的として、光空間とローレ
ンツ変換式、時間の本質との関係等、理論構築
される。その理論に則って、長年フリーエネル
ギー（空間エネルギー）機関の開発に心血を注
ぎ、94歳の現在でも、実験を続けておられる。

●� ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

（1）変性意識状体（ASC）近くの7～8Hzの脳
波になるように、瞑想法や呼吸法などをもちい
て練習（訓練）する。すると「心」は自由度を失
い、次第に「物」に近づいてくる。（2）この状態
で意念（集中した念）を放射する｡ 例えば、レー
ザー光のように、波長と周波数を揃えて、「サイ

（気）、PSI-spin対」を放射する。すると撮影者
の「心」と体外の空間にある「たまゆら」が同調

（共振）して異常現象（例えば、念写）が生起す
る事になる。これを、ふつうは念力（PK）とよん
でいる。練習を続ければ､ 多くの場合、瞬間的
に、この状態に入ることが出来る。ただし、こ
の時、（大脳皮質にある）意識は現象の出現に対
して否定的であるが、視床や脳幹などの無意識
層ならびに体内を流れる体液（生命エネルギー）
が、主役を果たす事になる。さらに、（3）体外
の空間にある「オーブ・たまゆら」は、念写時の
変性意識状態（ASC）近くにある「心」を、「オー
ブ・たまゆら」を「鏡」として、写し出している。

これとは別に、（4）「たまゆら」は5次元世界に住
んでいる知性であると推定する。（5）5次元世界
の「知性」としての「たまゆら」と、地上の撮影
者の「心」が情報の交換をする（例、念写）為に
は、ASCでの心の働き（機能）を充分に、広く、
練習（訓練）する必要があるだろう。　
「オーブ・たまゆら」は写真に写るので、物質

（物体）である。他方、撮影者の「心」は素粒子
類似で、何時もゆらいでいる。つまり、両者は
異質である。念写を成功させる為には、「心」の
自由度を低下させて「物」に近づける必要がある。

（6）動画をもちいた念写過程の撮影は、一種の
次元上昇を意味するのであろう。

以上の推論の実験的な根拠として、
（7）福来友吉博士の念写実験とその吟味。
（8）少年・少女らの透視実験。
（9）佐藤禎花師の念写実験。
（10）自らの体験、等がある。

念写を成功させる念写を成功させる



もう10年以上前の話ですが、古い家を壊し
マンションに建て替えて暫くしてからの事です。
台所仕様の細長い部屋に家内が直径1センチ弱
のトゲのある山椒の植木鉢を置いたところ、あ
る日その山椒の木は真ん中からスパっと鋭利な
刃物で切られていた。だれもそんなことをして
いないのに変なことだと思ったがその鉢植えを
外に出した。

2、3年たって、私がその部屋に工作用の旋
盤などを置いて使用することになった。ところ
が、時々物が見付からないことが多く、ある時
は10センチくらいの大きさの工具の部品が紛失
してしまった。仕方なくプラスチックで作って
代用した。暫くして見たら、無くなった部品が
目の前にちゃんとあった。また、直径50ミリ厚
さ20ミリ位の円筒型の真鍮製の部品を手から床
に滑り落としてしまったが、落とした辺りをいく
ら探しても見付からない。探し疲れて休んでい
たら、それが、棚の上に乗っているではないか。
これは、何かの霊のいたずらに違いないと思っ
て、守護霊様に聞いたら狸の霊の仕業とのこと。

これを防ぐには金属でピラミッドを作り吊る
して置けば防げると教えてもらった。早速、ア
ルミのアングルと洗濯屋から付いてくる太い針
金を利用して下辺40センチ四方位のピラミッド
を作り上に吊るした。これには狸の霊も参った
らしく何も起こらなくなった。マンションは明
治神宮のそばで神宮では狸を見かけることがあ
り、狸の霊も多い筈です。

ほんの100年ほど前まで木が生い茂っていた
武蔵野は狸も沢山住んでいたことでしょう。以
前、近所にベトナムから東工大に留学してそ
のまま日本に残った友人レバン・クィ君が住ん
でいましたが、彼も家で不思議なことが時々
起こると言っていました。やはり、狸の仕業で
しょう。四国の巡礼できっと不思議なことが起
こると言われています。四国は狸が多いそう
でそれを奇蹟が起こったと喜んでいるのかも
知れません。

ところで、守護霊様にどうして聞いたのかと、
これを読んだ方は思われると思います。私は、
科学用関数電卓の乱数で教えてもらっていま
す。乱数の奇数偶数の組み合わせの約束で決
めています。ある人にこの方法を教えたら全然
できないと言われたことがありますが、試して
みてください。この世だけでなく霊界を含めて
の話ですが、偶然というものは存在せず必ず因
果関係があるので乱数で守護霊に連絡できるの
です。

例えば、奇数がゾロ目3桁で出るのは賛成と
いう返事。奇数2個に偶数1個は不賛成、偶数
2個に奇数1個はまあ良いだろうというように決
めるのです、家族もよくこの方法を利用してい
ます。二者択一のときに便利です。

話は変わりますが、以前、米粒療法の健康法
を「サイジャーナル」（2016.9－10）に出させて頂
いたことがありますが、私も95歳の高齢になり、
健康保持に色々と問題があります。一番の悩み
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困ったが、ちょっと面白い話困ったが、ちょっと面白い話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品川 次郎


